
 暖かな過ごしやすい気候になり爽やかな季節の到来に、私達も新年度のスタートを実感しながら気持ちを新た
に仕事に取りかかっております。今年度も「クマタカ通信」を通じて、工事の状況をお知らせすると共に、越美
山系砂防事務所が行っている事業や防災に関すること、地域や季節の話題などについて、お知らせしていき魅力
あるクマタカ通信を発行していきたいと思います。今年度も引き続き宜しくお願い致します。 
 
 

 国指定天然記念物の
淡墨桜（うすずみざく
ら）が満開を迎えまし
た。４月３０日までラ
イトアップされていま
す。昼間の爽やかな雰
囲気とは一転、ほど良
い光でライトアップさ
れた夜の表情は訪れた
人を魅了します。 
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クマタカ通信をメール配信します。配信希望の方は下記
宛に「配信希望」とメールを送信して下さい。 
また、クマタカ通信の感想やご意見もお待ちしています。   
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図形の枠線：白枠線 

伊藤事務所長から工事報告・御礼 

写真 
図形の枠線：白枠線 

４月より調査課
長で参りました
山本です。毎年
全国で災害が発
生しています。
安全安心を第一
に皆さんの協力
を頂きながら頑
張ります。 

淡墨桜ライトアップ（提供：本巣市） 
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From IbigawaＳＡＢＯ 

赴任のごあいさつ 

   

 ４月より参りました片桐です。
宜しくお願い致します。管内は、
年間降雨量が3,000mmを超える
多雨地域で、脆弱な地質もあり
土砂災害が幾度と発生していま
す。この為、砂防施設の整備に
よる土砂災害対策を取り組んで
参ります。皆様方のご支援・ご
協力をお願い申し上げます。 

      

副所長(事務) 山田 裕代 
 

総務課長 中村 澄之 調査課長 山本 一兆 

副所長(技術) 片桐 知治 

揖斐川砂防出張所長 角 清正 

見物客を魅了する淡墨桜 

 写 真  写 真 

 写 真  写 真  写 真 

主に砂防施設の
工事を担当しま
す。地域の皆さ
まに必要とされ
る出張所と成れ
ますよう努力す
る所存です。よ
ろしくお願いい
たします。 

地谷第２砂防堰堤 

住民の皆様に竣工を報告 ＝地谷＝  

 地谷第２砂防堰堤の竣工披露会が３月２７日（日）揖
斐川町坂本の当堰堤で開催されました。竣工披露会は、
施工した西建産業（株）の主催で、坂内坂本、諸家の区
長をはじめ、地区の皆様、工事関係者など約４０名が集
い開催されました。宗宮西建産業社長、伊藤越美山系砂
防事務所長からは、工事の概要や経過の報告、用地提供、
工事協力へのお礼を申し上げました。地元からは、平野
坂内振興事務所長、山口坂本区長代理、田中諸家区長か
ら工事完成への感謝のご挨拶を頂きました。      
又、完成を祝って、樫の木の記念植樹を行い、堰堤付近
でアマゴの放流も行いました。 

  

 越美の事務所は初めての勤務
地になります。自然が豊かな地
域の中で、四季折々の里山の表
情を見るのが楽しみです。地域
の皆様から親しまれる事務所の
一員でいられるよう、明るく頑
張ります。どうぞ、よろしくお
願いいたします。 

恵まれた自然環
境の下で仕事が
できることを嬉
しく思います。
事務所に訪れる
方を大切にした
いと考えていま
す。  
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 文:越美山系砂防事務所長 伊藤 誠記 
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コラム：建設業の労働生産性 

前回までのコラムで、「労働生産性の向上が必要です」
と繰り返し述べていますので、今回は、建設業の労働生
産性について、現状をお示ししたいと思います。 

結論から申し上げますと、平成26年1年間の建設業の労働
生産性は566万円／人･年で、主要11産業のうち9位、1時
間当たりに直すとサービス業にも抜かれて下から2番目の
10位となります。（図-1、図-2） 

かなり衝撃的な結果ですが、まだあります。図-3は、労
働生産性の経年変化です。平成6年ごろには、建設業は製
造業の労働生産性を上回っていました。しかしその後、
製造業は改善を重ね、この20年の間、年平均約30万円ず
つ労働生産性を伸ばしてきました。全産業平均も少しず
つ伸びていますが、逆に建設業は、この20年間全く伸び
ておらず、現在では随分引き離されてしまいました。 

なぜこんなことになるのかは次回以降解説するとして、
今回は「そもそも労働生産性とは何か？」から解説した
いと思います。労働生産性とは、以下の式で表されます。 

  

 労働生産性＝付加価値÷（労働者数×平均労働時間） 

  

労働生産性とは、付加価値、つまり企業が新たに生み出
した価値を、労働者の人数当たり・時間当たりで割った
ものということがわかります。企業が新たに生み出した
価値とは、売上高から外注費や原材料費など外部に支
払った費用を除いたもののことです。これをもとに企業
は、従業員の給与を支払ったり、減価償却費、研究開発
費、広告宣伝費等の費用をねん出し、残った利益を確保
します。 

給与が含まれるということは、つまり、建設業では、研
究開発費や販売促進費、営業利益等をゼロにしたとして
も平均賃金が566万円を超えることはできないということ
です。実際には、これら給与以外の費用を見込まなけれ
ば企業は存続できませんので、平均賃金は566万円よりも
大幅に低い金額にならざるを得ません。 

業態によって、必要となる経費の大きさはまちまちです
ので、必ずしも一概には言えませんが、労働生産性が他
産業よりも大幅に低いということは、大まかに賃金水準
において、他産業よりも不利な状況に置かれているとい
うこともわかると思います。 

現在国土交通省では、i-Constructionなど、労働力不足
を労働生産性の向上で補うための取組みを打ち出してい
ますが、労働生産性の向上、すなわち現在566万円の「賃
金のもととなるお金」を増やすということは、他産業と
の労働力確保競争に打ち勝つ可能性を高めるということ
でもあります。 

紙面が尽きましたので、今回はこの辺で。 
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